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日本医療情報学会では春と秋に学会が行われます。春は学術大会，秋は連合大会と称し，春がアカデミッ
クな性格を持ちます。春の学会は，他の臨床系学会とは運営上，多くの面で異なっています。運営マニュア
ルに沿った運営が求められます。演題は学会開発の投稿・査読システムを用いて投稿・査読をします。エン
トリーから A４紙１枚の抄録，さらには pdf での詳細抄録まで３回以上査読がなされました。口演，ポス
ター A とは少し revision すれば英文論文になる，医療情報学会誌に投稿権利があるものです。このセッショ
第１７回日本医療情報学会春季学術大会開催報告
Report of the 17th Japan Association for Medical
Informatics Spring Conference
辻岡和孝・中川 肇
Kazutaka TSUJIOKA, Hajime NAKAGAWA
Division of Management, Planning, and Medical Informatics
Toyama University Hospital
要 旨
日本医療情報学会春季学術大会（シンポジウム2013 in Toyama）が大会長の中川肇教
授の下，富山国際会議場で平成２５年６月２０日から２２日の３日間に亘って開催された。メイ
ンテーマは，「医療情報の先用後利を考える」と，富山の家庭薬業界の言葉を電子カルテ
の現状に合わせた富山らしいテーマとした。富山では江戸時代より既に掛場帳と呼ばれる
顧客台帳を構築しており，その内容は顧客や家族の健康状態などが把握できるものであ
り，現代の PHRに繋がるものである。電子カルテには膨大なデータが格納されており，
そこから診療支援に役立てるナレッジベースが構築できつつある。特別講演ではビッグ
データに詳しい弁護士の牧野二郎先生をお迎えし，今後の医療情報の活用について御講演
頂いた。教育講演２題，一般口演４題，ポスタ ３ー８題の出題があり，悪天候にも関わらず，
大会過去最高の１１１３名の参加者を賜ることができた。
Abstract
The Japan Association for Medical Informatics spring conference was held under
Professor Nakagawa’s instruction in the Toyama international conference hall
between June 20 and 22.
A main theme “Senyou-kouri (Use first, and get the benefit later)” in Medical
Information is discussed.
In Toyama, the customer file of ”Baiyaku (drug distribution), called “Kakebacho”,
has been utilized since the Edo era. It is the almost same database as PHR (Personal
Health Record). In the electronic medical record system, a decision making
supporting tool can be developed by using a vast quantity of data stored in the
system.
In the special lecture, A Lawyer, Jiro Makino, gave a lecture about practical usage
of medical information in the future. There were two educational lectures, four oral
and 38 poster presentations. Regardless of bad weather, 1113 participants were able
to be given to us.
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ンの間の並行セッションは不可です。この結果，エントリーは５１題，９題取下げ，口演４題，ポスター A
１２題 B２６題計４２題の出題がありました。
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―入力ツールから Clinical Decision Making Supporting
Tool へのパラダイムシフト」としました。「先用後利」とは富山の家庭薬業界の言葉です。先にクスリを用
いてもらい，後で代金を回収して利益を得ることです。業者の顧客台帳（掛場帳）には，使用薬情報のみな
らず顧客や家族の健康状態なども記載あり，江戸時代には既に富山で健康に関するデータベースを作成され
ていたことになり，この言葉を電子カルテの現状に合わせた富山らしいテーマとなっています。
会期は６月２０日（木）～６月２２日（土）の３日間で，会場は富山国際会議場で開催されました。
大会内容ですが，初日は，チュートリアルが３本ありました。内容は日本 HL７協会の HL７の「e－ラー
ニングの紹介」，医療情報システム開発センターの「地域医療連携時代の職員教育の在り方」，また，ハンズ
オンセミナーとして，福井大学の山下芳範先生による「仮想化の仕組みと活用方法を知る」が開催されまし
た。午後からの開催でしたが，参加者は当日参加の１１１名を含め，７５０名と当初の予想を大幅に上回る人数
で，初日の参加人数としては，出足としては上々，まずは一安心といったところでした。
２日目には，ポスターセッションのポスターも揃い，企業展示も加わり，大変賑わってきました。一般公
演，和やかなランチョンセミナー（もちろん富山の地物で構成されたお弁当を用意しました。）の後，大会
長講演が開催されました。大会長でもある中川教授が当大会のメインテーマである，「医
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―入力ツールから Clinical Decision Making Supporting Tool へのパラダイムシフト―」というタ
イトルで，当院で進めてきた電子カルテのナレッジベースの開発，具体的にはナレッジ FEP とナレッジセッ
トの紹介をベースとした講演でした。ナレッジとは蓄積されたデータからある法則（ルール）を導き出し，
利活用することです。
現時点でもデータベースには膨大なデータが蓄積されており，最近ではビッグデータという言葉も浸透し
てきています。
大会もその流れにそった形で，このビッグデータに詳しい，牧野総合法律事務所の弁護士牧野二郎先生に
「ビッグデータ時代の医療情報の活用に向けて」というタイトルで特別講演をしていただきました。講演で
は，従来の構造化データ（テキストデータ）から，プラス非構造型データ（特にセンサデータ）が加わって
きていること，またライフログの収集が始まっており，情報は廃棄の時代から活用の時代にシフトしてきて
いるということでした。これもコンピュータの進化によって実現可能になったものですが，では医療データ
がビッグデータになった時の利点は？という部分に触れ，診察のサポートシステムとしての位置づけを言及
されていました。その場合，解析データの参考情報としての範囲にとどめ，データは医師の判断，裁量を制
限しないこと，医師の責任範囲が拡大することは無いということを確認する必要があるということでした。
ビッグデータ解析は Google などの検索エンジンなどで身近に体験できますが，検索エンジンは Google が
創立する以前から日本で非常に優秀なものがあったが，著作権などの絡みで次々と淘汰されてしまったとの
ことです。現在の日本の医療情報学の分野でも個人情報保護の観点から，活用には様々なハードルがあるこ
とは実感されているので，情報の取扱いの方向性には注視するべきと考えられます。
その他，教育講演では，システムエンジニアなどになじみが少ない外保連コードの講演を大阪医科大学学長
の竹中洋先生，NCD（National Clinical Database）
の入力問題の課題について，特に登録に必要な項
目を電子カルテから容易に抽出する手法につい
て，岡山大学の合地明先生にご講演頂き，大会企
画として，どこでも MY 病院構想に代表される
経済産業省の地域医療連携事業について商務情報
作成局の井上美樹代様，プライバシー保護データ
マイニングについて明治大学の菊池浩明先生にそ
れぞれご講演頂きました。
２日目のセッション終了後は，国際会議場に隣
接する ANA クラウンプラザホテル 鳳の間に移
動し懇親会です。日本医療情報学会の岡田美保子
理事長，木村通男前理事長の挨拶のあと当院塚田
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一博院長の乾杯にて開始されました。懇親会では，研究奨励賞の表彰，アトラクション，郷土芸能“こきり
こ”など多くのイベントも組み込まれ，会が終わる時には用意していた富山の食材も売り切れ，大変に盛り
上がった懇親会となりました。最終的には，こちらも２００名以上の参加を募ることができました。直前まで，
進行の変更などに対応して頂いた ANA クラウンプラザホテルの柿谷支配人にも大変感謝いたしておりま
す。
そのような感じで，大会の３日間は，あっという間に過ぎていきました。日本医療情報学会ですが，あま
り日本海側で開催されることが少ないので当初，参加人数が少ないのではと懸念されましたが，最終的には
悪天候にも関わらず，大会過去最高の１１１３名の方に参加して頂くことができました。これも偏に大会の運営
を支えて下さった皆様，運営委員の方々，協力スタッフの方々，開催サポート会社の方々の団結があってこ
そ成功したのだと思っております。最後になりますが，富山県，富山市，富山コンベンションビューロー，
日本教育公務員弘済会富山県支部のご援助に深謝し，この場を借りてお礼を申し上げます。
表１ 学会のセッション構成内訳
大会企画１ 医療・健康情報の活用に向けて
大会企画２ 安全な二次利用を担保するプライバシー保護データマイニング技術
大会企画３ 紙文書化の電子化をどのように行うのか
大会企画４ 日本の EHRの基盤
教育講演１ NCDの現状と課題
教育講演２ 外保連コード
特別講演 ビッグデータ時代の医療情報の活用に向けて
大会長講演 医療情報の「先用後利」を考える
一般口演１ 紙媒体による電子的診療情報連携の検討
一般口演２ 電子カルテシステム内に構築した臨床決断支援システムとその初期評価
一般口演３ 推定服薬歴データベースの生成
一般口演４
テレケアの長期的効果の実証的研究
西会津町での９年間のレセプトデータによる検証
ポスター A １２演題
ポスター B ２６演題
チュートリアル１ 「HL７ e-learningのご紹介」
チュートリアル２ 地域医療連携時代における職員教育のあり方
チュートリアル３ IHEであなたの悩みを解決、こんな時に IHEをこう使う！
医療情報技師向け
セッション
仮想化の仕組みと活用方法を知る
ランチョンセミナー ３セッション
スィーツセミナー ２セッション
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